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【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  35/00     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ   9/10     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２８Ｄ   7/04     (2006.01)
   Ｂ２８Ｄ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   19/00     　　　Ｚ
   Ｃ０３Ｂ   35/00     　　　　
   Ｂ２４Ｂ    9/10     　　　Ｃ
   Ｂ２４Ｂ    9/00     ６０１Ｂ
   Ｂ２８Ｄ    7/04     　　　　
   Ｂ２８Ｄ    5/00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月3日(2018.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに独立してＮＣ制御移動または角度制御回転を行う２基の研削ワークテーブルと、
研削ワークテーブルに対応してＮＣ制御移動を行う１基の研削ヘッドとを備え、一方の研
削ワークテーブルがガラス板を保持して上記研削ヘッドによって研削加工中、他方の研削
ワークテーブルは、ガラス板の搬出、次のガラス板の受け取りを行う動作を交互に繰り返
すようになっているガラス板の加工装置。
【請求項２】
　ガラス板の搬送装置の搬送方向に直交し、かつ互いに独立してＹ軸移動する２基の研削
ワークテーブルと、上記搬送方向に平行してＸ軸移動する１基の研削ヘッドとを備え、一
方の研削ワークテーブルがガラス板を保持して研削ヘッドにより研削加工中、他方の研削
ワークテーブルは、ガラス板の搬出、次のガラス板の受け取りを行う動作を交互に繰り返
すようになっているガラス板の加工装置。
【請求項３】
　互いに独立して角度制御回転し、かつガラス板の搬送方向に直交したＹ軸移動を行う２
基の研削ワークテーブルと、この２基の研削ワークテーブルの各々と交互して平面座標系
移動を行う１基の研削ヘッドとを備え、一方の研削ワークテーブルがガラス板を保持して
研削ヘッドにより研削加工中、他方の研削ワークテーブルは、ガラス板の搬出、次のガラ
ス板の受け取りを行う動作を交互に繰り返すようになっているガラス板の加工装置。
【請求項４】



(2) JP 2017-214280 A5 2018.9.13

　研削ワークテーブルは、互いに独立して角度制御回転を行い、研削ヘッドがＸ軸に沿っ
て研削ワークテーブルに対してＹ軸移動を行うようにした請求項３に記載のガラス板の加
工装置。
【請求項５】
　搬送装置は、互いに独立して往復動を行う搬送シャトルを備えている請求項２に記載の
ガラス板の加工装置。
【請求項６】
　搬送シャトルは、ガラス板を吸着するガラス板吸着装置を備え、搬送シャトルは、ガラ
ス板吸着装置によりガラス板を吸着した状態で、研削ワークテーブルへ搬送するようにな
っている請求項５に記載のガラス板の加工装置。
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